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第 1９回東京科学シンポジウム開催にあたって 
                                              

 実行委員長 松永光司 

東京科学シンポジウムは、日本科学者会議東京支部の最も大きな行事として、2年に 1回

開催されてきました。今年 12月、第 19回東京科学シンポジウムを中央大学多摩キャンパス

において開催することといたしました。 

この開催の呼びかけの冒頭において、国民生活全体を監視し国民一人ひとりの内心を処罰

の対象とする「共謀罪」法案を、「中間報告」による審議の一方的打ち切りという乱暴なや

り方で強行採決した安倍政権に対して、強い怒りをもって抗議するものです。 

国会審議を通じ「共謀罪」法の意図が、国民生活全体を国家権力が監視し、捜査当局の都

合次第で国民一人ひとりの内心にまで侵入し、罪をでっちあげて懲罰し、国民の口を封じて

戦争のできる体制をつくりあげようとするものであることがますます明白となりました。 

日本科学者会議東京支部は、衆議院法務委員会での自民、公明、維新による強行採決（5

月 19日）に対し、声明「『共謀罪』法案の衆議院法務委員会での強行採決に怒りを込めて

抗議し、撤回を求める」を発表し、私たち学術に従事する者にとって、もっとも大切な事柄

の一つは内心の自由への希求であること、内心の自由とそれにもとづく学問の自由とを「共

謀罪」は敵視する危険性があることを指摘し、「共謀罪」法案の撤回を強く求めました。

「共謀罪」法案に反対する運動は国民各層に大きく広がり、追いつめられた安倍政権は、委

員会審議を否定する中間報告という禁じ手を使って強行採決しました。 

また安倍首相は、5月 3日に憲法９条を改定して自衛隊を明記する、2020年までに施行す

ると宣言しました。それは単に自衛隊を憲法上追認するにとどまらず海外での無制限の武力

行使を可能にするものです。これは内閣総理大臣はじめすべての公務員に「憲法を尊重し擁
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護する義務」を課した憲法 99条に反する憲法違反であり、改憲構想の撤回を求めます。 

こうした安倍政権の、「共謀罪」法案強行の暴挙、憲法 9条改憲構想の推進、「森友」問

題・「加計」問題で露呈した政治の私物化など、根本的な政治姿勢に対して、7月 2日東京

都議会議員選挙で都民の審判が下り、自民党は選挙前 57議席から 23議席へ 6 割減となり歴

史的大敗へ追い込まれました。「安倍一強体制」と言われる驕った自民党政治から、憲法が

生きる新しい政治の探究、市民と野党の共闘による変革の探究の時代が始まっています。 

 

第 19回東京科学シンポジウムを開くにあたり、メインテーマを「理性と希望の平和な時代

を拓く」とし、サブテーマを「反知性主義・分断・不公正とたたかう」としました。 

東京科学シンポジウムでは毎回、社会的な課題に応じたメインテーマを掲げています。特

に第 14回（2007年）は、安倍第 1次政権が「美しい日本」を標榜し、貧困と格差拡大の

「構造改革」を推進し、「戦後レジームからの脱却」と称して憲法改悪路線をひた走る最中

でした。開催準備期間中の参議院選挙で「自公政治ノー」の国民の審判が下る中でのシンポ

ジウム開催でした。ここで「平和と公正な社会を求めて」というメインテーマを掲げます。

第 15回（2009年）は、さらに情勢は進んで国民は総選挙ではっきりと自公政権にノーの審

判を下し、これにかわる政治の探究の時代に入りました。変化を求める国民の期待を集めて

民主党政権が誕生しましたが、旧政権や財界など日本の支配層の根強い抵抗の中で国民の期

待を裏切る政治も行われ、混迷を深めつつ、これにかわる政治の探究がつづけられた時代で

した。このときメインテーマに「理性と希望の平和な時代を拓く」を掲げました。これ以降

第 18回（2015年）まで、メインテーマとして、“探究の時代”、“我々が求める社会”を

象徴するものとして「理性と希望の平和な時代を拓く」を掲げ続けています。 

サブテーマは、その時々の国民的課題・学術的課題に応じて定めてきました。「科学の成

果を正しく生かし、3.11をくり返さない」（第 16回、2011年 12月.立教大学）、「科学の

成果を正しく生かし、真の豊かさを築く」（第 17回、2013年 11月中央大学）、「知の連

鎖を強大にし、戦争勢力を包囲する」（第 18回、2015年 11月拓殖大学）を掲げました。 

今年の第 19回のサブテーマは「反知性主義・分断・不公正とたたかう」としました。 

反知性主義は安倍政権とその周辺に蔓延しています。反知性主義に特徴的な思考方法は、

客観性や実証性を無視し、自分の好きなように世界を描き主張する、批判されて反論出来な

くても頓着しないなどです。安倍政権が戦争法制、TPP、自衛隊南スーダン派遣、共謀罪法

案の審議で示した態度です。日本の針路として複雑な幾通りもの道筋をみんなでよく考えな

ければならないとき〝この道しかしかない〟と暴走する安倍政治は典型的な反知性主義であ

り、民主的政治の大きな障害となっています。沖縄と本土、高齢者と若者、正社員と非正規

雇用、勝ち組と負け組―こうした分断は、権力が国民を支配するために意図的に作り出して

対立をあおる、支配の常套手段です。繰り返し持ち込まれる分断を許さず団結の方向を明ら

かにする、反知性主義、分断のもとで生み出される社会的不公正と対峙したたかう、このこ
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とは変革の探究の時代に特に重要だとの思いがサブタイトルに込められています。 

 

この間、学術の上で重視すべきことは、安倍政権が、一昨年の戦争法強行の直後に、武器

の輸出や国際共同開発・生産の推進、米軍との軍事協力、日本の軍需産業の育成をねらって

防衛装備庁を発足させ、「安全保障技術研究推進制度」を設け、大学・研究機関の軍事研究

への動員を強めてきたことです。大学内外で「軍学共同反対」運動が取り組まれ、日本学術

会議は 1950年、1967年の二つの「軍事研究は絶対におこなわない」声明を継承するとの新

声明を発表しました。これは大学人を中心とした「軍学共同反対」運動の前進と国民の共感

を反映したものです。今後さらに各大学、各研究機関では「安全保障技術研究推進制度」に

応募しない取り組みとともに、軍事研究反対、「安全保障技術研究推進制度」廃止を明確に

主張し禍根を断つ取り組みが求められています。 

 

東京科学シンポジウムの伝統は、国民の直面している切実な問題と正面から向き合う、そ

して、JSA としての社会的役割について考察を深め、認識を深めるということです。実行委

員会の構成は回を追うごとに新しく入れ替わりますが、その認識の深化の過程を改めてフォ

ローし、これを次世代に向けて受け継ぎたいと考えています。 

〇「私たちは真理の探究者であるとともに、国民の意識するもろもろの要求の表現者であ

り、科学的根拠の提供者でありたいと願ってきた。その実現のためにも、広範な人々との対

話と交流が必須の条件です」（長田好弘実行委員長「開催にあたって」第 14 回東京科学シ

ンポジウム 1stサーキュラー、2007年 6月 10日）。  

〇「私たちは、広範な国民各層の課題と要求に敏感でなければならないこと、現在の『学

術存続の危機』が国民生活の疲弊・危機と深く結びついていること、研究・教育に従事する

者としての特有の課題と要求も、広範な国民各層との連帯・共同にもとづいてのみ根本的な

解決がはかられることを自覚しています」 （長田好弘実行委員長「開催にあたって」、第

16 回東京科学シンポジウム 1stサーキュラー、2011年 6月 10日）、 

〇「私たち研究者が真に研究者として成長し、真実を発見し、それらを国民と共有したい

と願うならば、さらには、真に平和を希求し、研究者として人間らしく生きたいと願うなら

ば、そのための障害を取り除くために、特定の勢力と対決せざるを得なくなることは当然あ

りうることの理解をも深めた」（長田好弘実行委員長「第 17回東京科学シンポジウム 2nd 

Circular 発行にあたって」（2013年 11月 30日）。 

 私たちは、こうした認識の深化を土台に、支部全会員の専門的な見識と力、多くの人びと

との豊かな知恵を第 19回東京科学シンポジウムに結集できるよう努力したいと思います。 

第 19回東京科学シンポジウムが、実り豊かな成果を得て、国民各層の期待に応えられる

ように、ともに努力を重ねましょう。（2017年 7月 8日） 
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分科会の公募 

 分科会設置希望者は、氏名、所属（or分会）、連絡先、分科会名、設置趣旨（200字程度）

を記して実行委員会まで申し込んでください。 

 
 

 分科会公募の締切り 
○分科会公募の第１次締め切りは 2017年 8月 15日（火）とします。 

○申込は原則としてｅメール（アドレス：19th-kagaku@jsa-tokyo.jp）とします。 

 

 

  

各種イベントの企画 
プレ企画や当日のイベントとして、各種の展示と交流

の場などの企画を検討しています。ご意見をおよせくだ

さい。 

 

 

 

 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

第１9回東京科学シンポジウム実行委員会 

石渡眞理子（支部代表幹事）、長田好弘（支部代表幹事）、衣川清子（支部常任幹事）、葛西

洋平（支部常任幹事）、佐川清隆（支部事務局次長）、佐藤和宏（支部常任幹事）、土肥有理

（支部常任幹事）、中島明子（支部幹事）、中野貞彦（支部常任幹事）、新井田智幸（支部幹

事）、〇真嶋麻子（支部事務局次長）、松尾一郎（支部常任幹事）、◎松永光司(支部事務局

長)、吉沢壮二朗（支部幹事） 

 ◎：実行委員長、○：実行委員会事務局長           
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